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CCHMCにおける海外研修報告書
野亦悠史
　2014年 4 月 ７ 日～ 4 月25日までの 3 週間，私は 6 年生アドバンス実習の海外プログラムとして小児科の市
田准教授，金兼先生の御縁とご尽力のもと，アメリカ合衆国Ohio州Cincinnatiにある，Cincinnati Children’s 
Hospital Medical Centerにて小児循環器セクションの見学，及び実習をさせていただきました。
　Cincinnati Children’s Hospital Medical Centerは全米屈指の小児病院で，小児循環器セクションだけで 5




ず，看護師の方々が行っていました。また，看護師に対して 1 日 1 回15分程度，術後管理や機械の特性など
のレクチャーをすることで知識の共有を図っているのが印象的でした。





　 3 週目の前半 3 日間は心不全外来でした。先天性の疾患を持ち，心不全を来している患児を専門に見てい
るセクションです。世界で300例しかいないと言われている極めてまれな疾患を 3 例も見ることが出来，大
変 貴 重 な 経 験 が 出 来 ました。大 変 珍 しい 疾 患 を 見 ることができたのはCincinnati Children’s Hospital 







　これらの充実した実習に加え，富山大学の小児科の医師であり，現在はCincinnati Children’s Hospital 
Medical Centerに研究員としていらっしゃる斎藤和義先生にご尽力いただき，私達の 3 週間の研修はより素
晴 らしいものになりました。 斎 藤 先 生 はご 自 身 のラボをみせていただいただけでなく，Cincinnati 


























4 ． Cincinnati Children’s Hospital Medical Centerという全米でも屈指の小児病院で研修できたため，世界
でもほんのわずかしか見られない症例を見ることが出来た。
　これらの事は私達にとって人生においてかけがえのない経験になったとともに，多くの事を考え，新しい
発見をし，新しい目線，考え方を得ることができました。このことは，これから医師として働く上で，大き
なアドバンテージになると確信しています。
　そして，このすばらしい実習は，市田准教授，金兼先生や，Dr. Towbin，斎藤先生，そして富山大学，
この実習に携わって下さった多くの方のご厚意とご尽力なしには実現できないものでした。最後に，私達の
実習に携わって下さった全ての方への感謝を本報告書の結文とさせていただきます。かけがえのない経験を
本当にありがとうございました。
